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第１０回労働安全衛生学校
［日 時］ 6月8日（土）13時～17時
［会 場］ ラパスホール
［参加費］ 1000円
［講 演］ 職場を基礎にした

安全衛生活動の取り組み

24
春
闘
後
半
戦
の
飛
躍
に

向
け
産
別
の
枠
を
超
え
、
職

場
・
地
域
か
ら
参
加
で
大
き

く
交
流
・
連
帯
・
激
励
し
合

う
最
賃
ビ
ッ
ク
ア
ク
シ
ョ
ン

を
4
月
10
日
（
水
）
厚
生
労

働
省
前
で
実
施
。

野
中
書
記
長
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
）
は
「
争
議
支
援
行
動
が

旺
盛
に
行
わ
れ
職
場
や
産
別

の
組
織
力
強
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
」
、
山
田
委
員
長

（
全
国
一
般
）
は
「
マ
ス
コ

ミ
は
大
企
業
の
一
部
正
社
員

の
春
闘
回
答
を
取
り
上
げ
て

い
る
が
私
た
ち
の
肌
感
覚
と

は
か
い
離
し
て
い
る
。
庶
民

の
生
活
実
感
を
作
り
出
す
た

め
に
は
全
国
一
律
最
賃
1
5

0
0
円
以
上
を
実
現
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
、
佐

々
木
和
子
書
記
長（
福
保
労
）

は
、
福
祉
労
働
者
の
給
与
体

系
に
深
く
根
差
し
て
い
る
の

が
『
最
低
賃
金
』
。
こ
の
額

の
底
上
げ
は
ケ
ア
現
場
に
好

影
響
を
与
え
る
と
発
言
。
参

加
者
は
最
賃
引
上
げ
の
決
意

を
胸
に
、職
場
や
省
庁
要
請
、

地
域
宣
伝
に
移
り
ま
し
た
。

仕
事
と
暮
ら
し
を
守
り
、

平
和
な
社
会
実
現
を
目
指
す

メ
ー
デ
ー
に
は
1
万
2
千
人

が
参
加
。
主
催
者
代
表
委
員

の
小
畑
代
表
は
、
ス
ト
ラ
イ

キ
を
構
え
、
た
た
か
う
全
国

の
仲
間
の
奮
闘
で
24
春
闘
は

30
年
ぶ
り
の
賃
上
げ
水
準
を

獲
得
し
て
い
る
と
強
調
。
一

方
で
政
府
は
労
基
法
改
正

し
、
無
制
限
・
無
秩
序
な
前

近
代
的
な
労
働
時
間
法
制
導

入
を
企
ん
で
い
る
。
政
府
の

武
器
輸
出
は
財
界
の
意
向
に

そ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
絶
対

に
許
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
能
登
半
島
地
震
被
災
者

救
済
に
全
力
を
上
げ
、
戦
争

国
家
づ
く
り
、
裏
金
づ
く
り

を
す
す
め
る
岸
田
政
権
退
陣

を
め
ざ
し
、
政
治
の
変
革
を

と
も
に
す
す
め
よ
う
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

来
賓
に
は
田
村
智
子
委
員

長
（
共
産
党
）
、
本
田
由
紀

教
授
（
東
大
大
学
院
）
、
関

口
広
行
さ
ん
（
全
労
協
事
務

局
長
）が
登
壇
し
、

自
治
労
連
、
自
交

総
連
、
東
京
土
建

の
3
団
体
が
決
意

表
明
行
い
ま
し

た
。
メ
ー
デ
ー
宣

言
を
入
職
2
年
目

の
東
京
医
労
連
の

仲
間
が
読
み
上

げ
、
矢
吹
議
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

で
集
会
を
終
え
ま

し
た
。

仕
事
帰
り
の
仲
間
も
加
わ

り
賑
や
か
に
国
会
請
願
へ

【
全
国
一
般
東
京
・
室
井

記
】
官
民
共
同
行
動
は
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
翌
年
2
0

0
9
年
春
闘
か
ら
、
最
賃
の

大
幅
引
上
げ

と
全
国
一
律

最
賃
制
実
現

で
、
公
務
員

を
含
め
た
す

べ
て
の
労
働
者
の
賃
上
げ
を

実
現
し
よ
う
と
毎
春
闘
取
り

組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
24
春

闘
で
も
「
岸
田
首
相
は
お
願

い
す
る
だ
け
で
な
く
、
物
価

高
騰
に
見
合
う
賃
上
げ
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
先
ず
は

公
務
員
賃
金
の
再
改
定
と
時

給
1
5
0
0
円
へ
の
最
賃
引

上
げ
を
政
府
の
責
任
で
や
る

べ
き
で
あ
る
」こ
と
を
2
月
、

3
月
と
宣
伝
と
省
庁
要
請
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

4
月
10
日
は
人
事
院
前
で

の
宣
伝
を
皮
切
り
に
、
官
邸

前
で
の
抗
議
行
動
や
農
水

省
、法
務
省
、金
融
庁
へ

要
請
と
対
経
営
者
団
体

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

夕
方
に
は
厚
労
省
前

で
、個
人
請
願
と
要
請
、

さ
ら
に
1
2
0
人
で
「
国
民

の
暮
ら
し
守
れ
」
の
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
国
会
請

願
デ
モ
を
行
な
い
ま
し
た
。

4
月
21
日
（
日
）
に
北
千

住
駅
西
口
で
足
立
区
労
連
、

土
建
足
立
支
部
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
東
部
地
協
の
仲
間
な
ど
38

人
が
参
加
。
物
価
高
騰
の
も

と
生
活
改
善
に
つ
な
が
る
大

幅
賃
上
げ
、
全
国
一
律
最
低

賃
金
制
と
時
間
額
1
5
0
0

円
の
実
現
を
地
域
か
ら
つ
く

っ
て
い
こ
う
と
ア
ピ
ー
ル
。

区
労
連
の
大
滝
議
長
は
「
働

く
人
の
7
割
を
占
め
る
中
小

企
業
の
賃
上
げ
の
た
め
に
も

政
府
に
よ
る
中
小
企
業
支
援

の
拡
充
が
必
要
。
1
5
0
0

円
を
早
期
に
実
現
し
て
国
民

全
体
の
賃
金
の
底
上
げ
を
図

ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
チ

ラ
シ
を
受
け
取
っ
た
パ
ー
ト

で
働
く
女
性
は
「
時
給
は
最

賃
に
近
い
1
1
5
0
円
。
こ

れ
で
は
と
て
も
生
活
で
き
な

い
。
1
5
0
0
円
に
な
っ
た

ら
少
し
は
洋
服
も
買
え
る
、

ぜ
ひ
実
現
さ
せ
て
よ
」
と
声

が
か
か
り
ま
し
た
。

『
変
え

る
の
は
私

た
ち
…
ひ

と
り
ひ
と

り
が
大
事

に
さ
れ
る

社
会
へ
』

を
テ
ー
マ

に
、
三
多

摩
メ
ー
デ

ー
が
開
催

さ
れ
、
激

し
く
雨
が

降
る
井
の

頭
公
園
西

園
競
技
場
に
三
多
摩
地
域
か

ら
1
3
0
0
人
の
仲
間
が
集

ま
り
ま
し
た
。
三
多
摩
労
連

や
三
多
摩
春
闘
共
闘
な
ど
た

た
か
う
労
働
組
合
の
仲
間
で

組
織
す
る
三
多
摩
メ
ー
デ
ー

実
行
委
員
会
が
準
備
を
す
す

め
、
参
加
組
合
が
朝
早
く
か

ら
会
場
設
営
に
協
力
し
ま
し

た
。「

物
価
高
騰
の
中
、
実
質

賃
金
は
23
カ
月
下
が
り
続
け

て
い
る
、
今
こ
そ
賃
金
の
大

幅
ア
ッ
プ
、
今
す
ぐ
全
国
一

律
最
賃
1
5
0
0
円
、
目
指

せ
1
7
0
0
円
！
」
戸
久
世

実
行
委
員
長
は
政
府
や
財
界

に
怒
り
を
込
め
て
訴
え
ま
し

た
。

２４春闘後半戦へ
４．１０ビックアクション「職場・地域が連帯」
２４春闘後半戦へ
４．１０ビックアクション「職場・地域が連帯」

最
賃
大
幅
引
上
げ
は
イ
ン
フ
レ
の
特
効
薬

正
規
も
再
雇
用
者
も
給
与
体
系
の
根
幹

定価 1部40円（送料別）

全国一般

官
民
共
同
行
動

３
省
庁
へ
要
請

全国一律制の法改正と生計費原則にたった1500円
の実現を国に求める山田委員長、厚労省前は職場
や地域から320人が駆けつける
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足立春闘

私
は
時
給
１
１
５
０
円
、

こ
れ
じ
ゃ
足
り
な
い

チラシ1000枚があっという間に
区民の反応は好意的

平和を願う朝鮮舞踊の文化行事

第９５回三多摩メーデー

賃
金
の
上
が
ら
な
い
日
本
の
転
換

財
界
主
導
の
労
基
法
改
正
ノ
ー

左から砂山共同代表、田村委員長、小畑全労
連議長、矢吹議長。中央会場（代々木公園）
に雨の中1万2000人が集う

変えるのは私たち

lapaz@chihyo．jp

第
９５
回
中
央
メ
ー
デ
ー

た
た
か
う
決
意
固
め
る

第
９５
回
中
央
メ
ー
デ
ー

た
た
か
う
決
意
固
め
る


